
【P23～24　解説シート】　
むかしの市のようすをつたえるものに，どのようなものがあるのかな？
文化財の名称 

 解説文（出典の原文のまま）
 
                                 出典：大網白里市教育委員会「わたしたちの大網白里市」平成29年

 

青い文字をクリックすると該当ページにリンクしています。

【大網白里市デジタル博物館の該当ページ】へのリンク 

【歴史学習のポイント】

 ※「大網白里市デジタル博物館」の担当者から、深く学びたい皆さんへのメッセージ

写真

解説シートの見方

https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020


【P23～24　解説シート】①　
むかしの市のようすをつたえるものに，どのようなものがあるのかな？
宮谷(みやざく)県庁(けんちょう)跡(あと)（本国寺(ほんごくじ) ） ※千葉県指定文化財（史跡）
 1869年，武士(ぶし)（さむらい）の世の中が終わって，新しい世の中（明治）になったとき，安房
(あわ)・上総(かずさ)（今の千葉県の南半分）をおさめるやくしょ（県庁）が大網の宮谷の本国寺(ほ
んごくじ)におかれました。宮谷県庁はその後2年間，政治(せいじ)の中心となりました。この間，
「柴山典(しばやまてん)」「柴原和(しばはらやわら)」の2人の県令（今の県知事）が活やくしました。 
                                 出典：大網白里市教育委員会「わたしたちの大網白里市」平成29年

 
青い文字をクリックすると該当ページにリンクしています。
【博物館】⇒【大網白里市の文化財】⇒【宮谷県庁跡】 

【歴史学習のポイント】
寺社の名前や地名・人名は書いてある本やサイトによって漢字や読み方が違う場合があります。算
数の計算のように答えがひとつではないのも面白いところ。時代背景や参考にした資料（史料）に
よって変化します。

【大網白里市を知る】⇒【歴史散歩道ウォーキングマップ】⇒【県政発祥の地めぐり】

https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/Html/Home/1223905100/topg/walkingmap/course/01.html


【P23～24　解説シート】②
むかしの市のようすをつたえるものに，どのようなものがあるのかな？

縣(あがた)神社(じんじゃ) 
 今の千葉市緑区土気(とけ)町に土気城(じょう)がありました。そのお城(しろ)の鬼門(きもん)
（昔，不吉と言われていた）の方角にたてられたのが縣神社です。（1488年）この神社におさめ
られた絵馬は，県で一番ふるい絵馬として県指定文化財になっています。 

                                  出典：大網白里市教育委員会「わたしたちの大網白里市」平成29年  

青い文字をクリックすると該当ページにリンクしています。
 【博物館】⇒【大網白里市の文化財】⇒【縣神社本殿】

【歴史学習のポイント】
市内の歴史を知る上では、隣の市や離れた市町村の文化財と関連することもよくあります。縣神社
本殿は土気城と関連しているので、広域的に歴史を捉えることも重要です。

【博物館】⇒【大網白里市の文化財】⇒【縣神社の大杉】

https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600030
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600190
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600100


【P23～24　解説シート】③
むかしの市のようすをつたえるものに，どのようなものがあるのかな？

南玉不動尊(みなみだまふどうそん)の滝(たき) 
 山の中ほどからわき出ている清水(しみず)を清岸寺(せいがんじ)まで引き，りゅうの口から滝として流
しています。昔は，すんだ川やプールなどがなかったので，夏の子どもたちの遊び場として，屋台が出
るほどにぎわったそうです。              
                        出典：大網白里市教育委員会「わたしたちの大網白里市」平成29年

  
青い文字をクリックすると該当ページにリンクしています。
【博物館】⇒【大網白里市の文化財】⇒【南玉不動尊の滝】

【歴史学習のポイント】
市指定文化財は、市民にとって後世に残すべき大切な財産です。それだけではなく、観光資源とし
て市外からも見学に来る人が多くいます。南玉不動尊の滝は、古来は信仰の対象であり、現在でも
パワースポットや癒やしの場所として人気を集めています。

【資料室】⇒【大網白里町史】⇒【南玉不動尊の滝】

https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600050
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100100010/ht020400/?Word=%e5%8d%97%e7%8e%89%e4%b8%8d%e5%8b%95%e5%b0%8a


【P23～24　解説シート】④
むかしの市のようすをつたえるものに，どのようなものがあるのかな？

正法寺(しょうほうじ) 
 正法寺は昔，おぼうさんになるための勉強をする大きな学校（檀林(だんりん)）でした。このお寺
の本堂(ほんどう)は，江戸(えど)時代の将軍(しょうぐん)の御殿(ごてん)をうつしてたてたりっぱなも
のです。                   
                        出典：大網白里市教育委員会「わたしたちの大網白里市」平成29年

 青い文字をクリックすると該当ページにリンクしています。
【博物館】⇒【大網白里市の文化財】⇒【正法寺の講堂･中門及び額】 

【歴史学習のポイント】
寺社の名前や地名・人名は書いてある本やサイトによって漢字や読み方が違う場合があります。算
数の計算のように答えがひとつではないのも面白いところ。時代背景や参考にした資料（史料）に
よって変化します。

【博物館】⇒【大網白里市の文化財】⇒【原胤継の墓】

https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100100010/ht011840/?Word=%e5%b0%8f%e8%a5%bf%e6%aa%80%e6%9e%97
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600070
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600080


【P23～24　解説シート】⑤
むかしの市のようすをつたえるものに，どのようなものがあるのかな？

稲葉黙斎(いなばもくさい)の孤松庵跡(こしょうあんあと) 
 1781年江戸（今の東京）から稲葉黙斎という学者が清名幸谷(せいなごうや)に来て，孤松庵という
じゅくを開き，近くの子どもや大人に勉強を教えるかたわら，自分や先ぱいの考えをまとめました。
この考えは「上総道学(かずさどうがく)」とよばれ，東金や成東でもさかんになりました。 
                                 出典：大網白里市教育委員会「わたしたちの大網白里市」平成29年

 青い文字をクリックすると該当ページにリンクしています。
【博物館】⇒【大網白里市の文化財】⇒【稲葉黙斉の孤松庵跡】 

【歴史学習のポイント】
授業で習った文化財があれば、現地に行ってみることが一番ですが、遠方で訪問できなかったり、
感染症流行期で現地行くことができないことも。そんなときは、ウォーキングマップが公開されて
いたり、地図サイトで詳細に見たりすることもできます。パソコン上で旅をしてみましょう！

【大網白里市を知る】⇒【歴史散歩道ウォーキングマップ】⇒【上総道学の地めぐり】

https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600140
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/Html/Home/1223905100/topg/walkingmap/index.html
https://trc-adeac.trc.co.jp/Html/Home/1223905100/topg/walkingmap/course/02.html


【P23～24　解説シート】⑥
むかしの市のようすをつたえるものに，どのようなものがあるのかな？
 
元禄津波(げんろくつなみ)の碑(ひ) 
 1703年11月23日に大きな地しんがあり，それにともなっておきた大津波(おおつなみ)によって63人の
人がなくなりました。その人たちの供養(くよう)のため北今泉(きたいまいずみ)の等覚寺(とうかくじ)に
たてられた碑(ひ)です。津波のおそろしさを今につたえています。
                          出典：大網白里市教育委員会「わたしたちの大網白里市」平成29年

  青い文字をクリックすると該当ページにリンクしています。
【博物館】⇒【大網白里市の文化財】⇒【元禄津波の碑】

【歴史学習のポイント】
地震や津波の恐ろしさを後世に伝える石造物は、日本各地で残されています。この碑は津波で亡く
なった方を供養するためのものです。人類の歴史に災害はつきものです。後世に残すべき大切な文
化財です。

【資料室】⇒【大網白里町史】⇒【江戸時代の災害】

https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600130
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100100010/ht020310/?Word=%e6%b4%a5%e6%b3%a2


【P23～24　解説シート】⑦
むかしの市のようすをつたえるものに，どのようなものがあるのかな？

永田(ながた)旭連(あさひれん)の獅子舞(ししまい) 
 江戸時代の人々の楽しみとして獅子舞(ししまい)などがさかんになり，りっぱな芸能として人々にみと
められるようになりました。永田の矢口(やぐち)神社のお祭りに1700年よりずっとつづいている獅子舞
(ししまい)です。             出典：大網白里市教育委員会「わたしたちの大網白里市」平成29年

  
青い文字をクリックすると該当ページにリンクしています。
【博物館】⇒【大網白里市の文化財】⇒【永田旭連の獅子舞】

【歴史学習のポイント】
文化財のなかで、建物や古文書などではなく、人から人へ伝えられる文化財が無形文化財です。そ
の中でも地域社会の中で伝わったものを無形民俗文化財と言います。他に郷土芸能などと呼ばれる
こともあり、市内の郷土芸能は映像資料（動画）として撮影して記録しています。

【博物館】⇒【大網白里市の郷土芸能】 

https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600150
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht008050
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht008050


【P23～24　解説シート】⑧
むかしの市のようすをつたえるものに，どのようなものがあるのかな？

 稲生(いのう)神社(じんじゃ)の絵馬(えま) 
 南今泉の稲生神社には，たくさんの大きな絵馬がおさめられています。多くの人たちの願いや感しゃ
の気持ちがつたわってきます。このようなりっぱな絵馬をおさめることができたのは，むかし，九十九
里浜でいわし漁がさかんだったからともいわれています。 
                     出典：大網白里市教育委員会「わたしたちの大網白里市」平成29年

  

青い文字をクリックすると該当ページにリンクしています。
【博物館】⇒【“絵馬の宝庫”大網白里】

【歴史学習のポイント】
九十九里浜は、江戸時代から昭和40年代まで、いわし漁が盛んでした。特に江戸時代から明治まで
にはたびたび、大漁期がありました。その中で網元が文人墨客を江戸や東京から招き、花開いた独
自の文化を「いわし文化」と呼んでいます。

【博物館】⇒【大漁がもたらした「いわし文化」】

https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/Html/Home/1223905100/topg/ema.html
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/1223905100/1223905100200010/ht600020
https://trc-adeac.trc.co.jp/Html/Home/1223905100/topg/iwashi.html

